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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
次を具備する、スペクトラム拡散データ送信用の装置：
　データを受信するための及び受信データを直接拡散方式のスペクトラム拡散変調フォー
マットに従って変調するための変調手段；及び
　変調されたデータを受信するための及び選択信号に従って決定された周波数で送信する
ため変調されたデータをアップコンバートするためのアップコンバート手段、ここにおい
て、該選択信号が受信データからの複数のビットのサブセットに従って決定される。
【請求項２】
次を具備する、スペクトラム拡散データ送信用の装置：
　データを受信するための及び受信データをコードチャネル選択信号に従って直接拡散方
式でスペクトラム拡散変調するための変調手段；及び
　該変調されたデータを受信するための及び選択信号に従って決定された周波数で送信す
るため変調されたデータをアップコンバートするためのアップコンバート手段、ここにお
いて、該選択信号が受信データの複数のビットのサブセットに従って決定される。
【請求項３】
次を具備する、スペクトラム拡散データ送信用の装置：
　スペクトラム拡散データを直接拡散方式で変調するためのスペクトラム拡散変調器；及
び
　該スペクトラム拡散変調器に接続された、１出力を有する少なくとも１つのアップコン
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バータ，該アップコンバータの出力は所定のパターンに従って搬送周波数を変化させる、
ここにおいて、該所定のパターンはスペクトラム拡散データからの複数のビットのサブセ
ットにより決定される。
【請求項４】
該スペクトラム拡散変調器は、コードチャネル選択信号に従って直接拡散方式でスペクト
ラム拡散データを変調する、請求項３の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は通信に関する。より詳しくは、本発明は、変化している周波数帯域及び変化して
いるコードチャネルにおいて送信される符号分割多重アクセス通信チャネルを使用してユ
ーザがデータを送信する新規な及び改良された通信システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
本発明は単一の符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）チャネルの容量よりも高いレートでデ
ータを送信することに関する。この問題への多くの解決案が提案された。１つのこのよう
な解は、ユーザに多重ＣＤＭＡコードを割り当て、そしてこれらユーザに利用可能な複数
のコードチャネルにデータをパラレルに送信させることである。ユーザ個人による使用の
ために多重ＣＤＭＡチャネルを準備する２つの方法は、出願中の米国特許出願番号０８／
４３１，１８０，表題“統計的多重化を使用している通信システムにおいて可変速度デー
タを供給するための方法及び装置）（ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ　ＦＯ
Ｒ　ＰＲＯＶＩＤＩＮＧ　ＶＡＲＩＡＢＬＥ　ＲＡＴＥ　ＤＡＴＡ　ＩＮ　Ａ　ＣＯＭＭ
ＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ　ＳＹＳＴＥＭ　ＵＳＩＮＧ　ＳＴＡＴＩＳＴＩＣＡＬ　ＭＵＬＴ
ＩＰＬＥＸＩＮＧ）（”，１９９７年４月２８日出願、及び米国特許出願番号０８／８３
８，２４０，表題“（非直交オーバーフローチャネルを使用している通信システムにおい
て可変速度データを供給するための方法及び装置（ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＰＰＡＲＡ
ＴＵＳ　ＦＯＲ　ＰＲＯＶＩＤＩＮＧ　ＶＡＲＩＡＢＬＥ　ＲＡＴＥ　ＤＡＴＡ　ＩＮ　
Ａ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ　ＳＹＳＴＥＭ　ＵＳＩＮＧ　ＮＯＮ－ＯＲＴＨＯＧ
ＯＮＡＬ　ＯＶＥＲＦＬＯＷ　ＣＨＡＮＮＥＬＳ）”，１９９７年４月１６日出願、に記
述されており、これら両者は本発明の譲受人に譲渡され、引用されてここに組み込まれる
。さらに、周波数ダイバーシティは周波数において互いに分離される多重スペクトラム拡
散チャネル上にデータを送信することによって得ることができる。多重ＣＤＭＡチャネル
上にデータを余分に送信するための方法及び装置は、米国特許番号５，１６６，９５１，
“高容量のスペクトラム拡散チャネル（ＨＩＧＨ　ＣＡＰＡＣＩＴＹ　ＳＰＲＥＡＤ　Ｓ
ＰＥＣＴＲＵＭ　ＣＨＡＮＮＥＬ）”に記述されており、これは引用されてこの中に組み
込まれる。
【０００３】
ＣＤＭＡ変調は、多数のこのようなユーザを含む大きなシステムにおけるユーザ間で通信
を確立するための１方法である。時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ），周波数分割多重アク
セス（ＦＤＭＡ）及び（振幅圧伸(companded)シングルサイドバンド（ＡＣＳＳＢ）のよ
うな）振幅変調スキームのような他の技術が周知の技術である。しかしながら、ＣＤＭＡ
のスペクトラム拡散変調技術は、多重アクセス通信システムのためのこれら変調技術を超
える利点を有する。多重アクセス通信システムにおけるＣＤＭＡ技術の使用は、米国特許
番号４，９０１，３０７，表題　“衛星または地球上中継機を使用しているスペクトラム
拡散多重アクセス通信システム（ＳＰＲＥＡＤ　ＳＰＥＣＴＲＵＭ　ＭＵＬＴＩＰＬＥ　
ＡＣＣＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＳＹＳＴＥＭ　ＵＳＩＮＧ　ＳＡＴＥＬＬ
ＩＴＥ　ＯＲ　ＴＥＲＲＥＳＴＲＩＡＬ　ＲＥＰＥＡＴＥＲＳ）”に開示されており、こ
れは本発明の譲受人に譲渡され、引用されてここに組み込まれる。さらに多重アクセス通
信システムにおけるＣＤＭＡ技術の使用は、米国特許番号５，１０３，４５９，表題“Ｃ
ＤＭＡセルラ電話システムにおける信号波形を発生するためのシステム及び方法（ＳＹＳ
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ＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＮＧ　ＳＩＧＮＡＬ　ＷＡＶ
ＥＦＯＲＭＳ　ＩＮ　Ａ　ＣＤＭＡ　ＣＥＬＬＵＬＡＲ　ＴＥＬＥＰＨＯＮＥ　ＳＹＳＴ
ＥＭ）”に開示されており、これは本発明の譲受人に譲渡され、引用されてここに組み込
まれる。
【０００４】
ＣＤＭＡは広帯域信号であるというその固有の性質によって、広い帯域幅にに渡って信号
エネルギーを拡散することにより周波数ダイバーシティのフォーム(form)を提供する。し
たがって、周波数選択フェーディングはＣＤＭＡ信号帯域幅の小さい部分にのみ影響を与
える。スペースまたはパスダイバーシティは２つ以上のセルサイトを通過する移動体ユー
ザからの同時リンクを通る多重信号路を準備することにより得られる。さらに、パスダイ
バーシティは、別々に受信され処理されるべき種々の伝搬遅延を伴って信号が到着するこ
とにより、スペクトラム拡散処理を通す(through)マルチパス環境を開発することによっ
て得られることができる。パスダイバーシティの使用例は、出願中の米国特許番号５，１
０１，５０１，表題“ＣＤＭＡセルラ電話システムにおけるソフトハンドオフ）ＳＯＦＴ
　ＨＡＮＤＯＦＦ　ＩＮ　Ａ　ＣＤＭＡ　ＣＥＬＬＵＬＡＲ　ＴＥＬＥＰＨＯＮＥ　ＳＹ
ＳＴＥＭ）及び米国特許番号５，１０９，３９０，表題“ＣＤＭＡセルラ電話システムに
おけるダイバーシティ受信器）ＤＩＶＥＲＳＩＴＹ　ＲＥＣＥＩＶＥＲ　ＩＮ　Ａ　ＣＤ
ＭＡ　ＣＥＬＬＵＬＡＲ　ＴＥＬＥＰＨＯＮＥ　ＳＹＳＴＥＭ）”に記述されており、こ
れら両者は本発明の譲受人に譲渡され、引用されてここにに組み込まれる。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明に従った送信器の第１の実施例では、データは符号化され、拡散されそしてアップ
コンバータのバンク(bank)に供給され、それぞれ独特な局部発振器と関連付けられる。各
アップコンバータは拡散データを種々の中心周波数にアップコンバート(upconvert)する
。スイッチは決定論的な(deterministic)疑似ランダムシーケンスに従ってアップコンバ
ートされた信号の１つを選択する。あるいは、拡散データはアップコンバータに供給され
、このアップコンバータは決定論的な疑似ランダムシーケンスに従って決定された周波数
を有する信号を発生する可変周波数シンセサイザによって駆動される。
【０００６】
受信器の３つの実施例は送信器の第１の実施例によって送信されたデータを受信するため
に示される。受信器の第１の実施例では、受信されたデータは局部発振器によって駆動さ
れるダウンコンバータのバンクに渡され、各局部発振器はそれぞれ異なる周波数に同調さ
れる。ダウンコンバート変換されたデータはスイッチに供給され、このスイッチはアップ
コンバート周波数を選択するために使用された決定論的なシーケンスの遅延バージョンに
従ってダウンコンバートされたデータストリームの１つを選択する。受信器の第２の実施
例では、受信されたデータは可変周波数シンセサイザの出力を使用している信号をダウン
コンバートするダウンコンバータに供給され、このシンセサイザはアップコンバート周波
数を選択するために使用された決定論的なシーケンスの遅延バージョンに従ってその出力
周波数を選択する。受信器の第３の実施例では、受信されたデータはダウンコンバータの
バンクに供給され、各ダウンコンバータはそれぞれ異なる中心周波数に従って信号をダウ
ンコンバートする。ダウンコンバートされたデータは、その後、逆拡散及び復号される。
その後制御プロセッサは、（１）巡回冗長検査の結果，（２）記号エラーレート，及び（
３）山本メトリック(metric)のようなトレリスメトリクス；のようなデータの受信フレー
ムの質を決定すべく計算された値（以後“クォリティ・メトリックス(quality metrics) 
”と呼ぶ）に基づいて出力すべき受信信号のいずれかを選択する。
【０００７】
本発明の送信器の第２の実施例では、送信されるべき情報ビットのサブセットはスペクト
ラム拡散信号の中心周波数を選択するために使用される。１実施例では、データはパケッ
ト化され、符号化されそして拡散される。拡散されたデータはアップコンバータのバンク
に供給され、各アップコンバータは拡散データを異なる中心周波数にアップコンバートす
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る。その後送信されるべきデータのアップコンバートされたストリーム(stream)のサブセ
ットに基づいて、アップコンバータのバンクからの出力データのストリームの中から１つ
のアップコンバートされたデータのストリームが選択される。あるいは、データは、パケ
ット化され、符号化され、拡散されそして可変周波数シンセサイザによって発生された信
号に従ってデータをアップコンバートするアップコンバータに供給され、このシンセサイ
ザは送信されるべき情報の複数のビットのサブセットに基づいてその出力周波数を選択す
る。
【０００８】
受信器で、受信されたデータはダウンコンバータのバンクに供給され、各ダウンコンバー
タは信号を異なる中心周波数に従ってダウン変換する。ダウン変換された信号は逆拡散及
び復号される。制御プロセッサはその後　（１）巡回冗長検査の結果，（２）記号エラー
レート，及び（３）山本メトリックのようなトレリスメトリクス；のようなフレーム・ク
ォリティ・メトリクスに基づいて出力すべき受信された信号のいずれかを選択する。デー
タが受信された周波数に対応するデータはもちろん、復号されたデータは出力データスト
リームにデマルチプレクス(demultiplex)される。
【０００９】
本発明の送信器の第３の実施例では、各送信器はデータを送信することができる複数のコ
ードチャネルが与えられる。送信器は送信されるべき情報データのサブセットに従ってデ
ータを送信するコードチャネルを選択する。受信器では、受信されたデータはコードチャ
ネル・デチャネライザ(dechannelizers)のバンクに供給される。各逆拡散信号はデコーダ
に供給される。復号されたデータは、出力すべきデータを選択し、そしてデータが受信さ
れたコードチャネルに対応しているビット付きのデータをデマルチプレクスする、制御プ
ロセッサに供給される。
【００１０】
本発明の第４の実施例では、送信されるべき情報の複数のビットのサブセットは、スペク
トラム拡散信号のアップコンバート周波数と信号が送信されるべきであるコードチャネル
との両方を選択するために使用される。受信器では、受信されたデータはダウンコンバー
タのバンクに供給され、各ダウンコンバータは信号を異なる中心周波数に従ってダウンコ
ンバートする。各ダウンコンバートされた信号はコードチャネル・デチャネライザのバン
クに順に供給される。各逆拡散信号はデコーダに供給される。復号されたデータは制御プ
ロセッサに供給され、この制御プロセッサは出力すべき復号されたデータを選択しそして
データが受信されたコードチャネル及びデータが受信された周波数チャネルに対応してい
るデータ付きのデータをデマルチプレクスする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明の特徴，対象及び長所は、こここで及び全体を通して付記される参照符号を有する
図面と関連して、下に述べる詳細説明からさらに明白になるであろう。
【００１２】
図１は本発明に第１の実施例を示し、その中ではＣＤＭＡチャネルは決定論的な信号に従
って周波数を変える。送信されるべき情報データは巡回冗長検査（ＣＲＣ）発生器２に供
給される。ＣＲＣ発生器２は、復号されたデータの正しさを受信器でチェックするために
使用することができる１組のビットを発生して付加する。情報データはＣＲＣ発生器２か
らの付加されたビットの組と共にエンコーダ４に供給される。１実施例では、本発明はい
かなるエラー訂正エンコーダも均等に適用可能であるが、エンコーダ４は畳込みエンコー
ダである。畳込みエンコーダは周知の技術である。１実施例では、畳込みエンコーダもイ
ンタリーバを含む。インタリーバもまた周知の技術である。
【００１３】
符号化された記号はその後シーケンス発生器８によって供給された拡散シーケンスに従っ
て符号化された記号を拡散するチャネライザ６に供給される。１実施例では、シーケンス
発生器８は直交ウォルシュシーケンスに従って記号のシーケンスを供給するウォルシュ記
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号発生器である。これはＣＤＭＡシステムにおいてチャネルを分離するために使用される
。ウォルシュシーケンスデータはＰＮ発生器１２により供給された疑似ランダムシーケン
スに従ってデータをスクランブルする(scrambles)スクランブル手段１０に供給される。
チャネライザ及びシーケンス発生器は周知の技術であり、前述した米国特許番号５，１０
３，４５９に詳細に記述されている。チャネライザ及びスクランブラの多くの他の組合わ
せも、結果は多数のユ－ザをできるだけ長くチャネル化するためであるということは注目
されるべきである。示された実施例は、スクランブラによってフォローされる直交ウォル
シュ符号化によって互にチャネルを区別する。しかしながら、他の直交シーケンスもチャ
ネル化を供給するために使用することができる。さらに、チャネル化は１組の直交シ－ケ
ンスによって実施されるべきではない。例えば、各ユーザが１つの異なるＰＮコードを割
り当てられる１段チャネライザが使用されてもよい。
【００１４】
スクランブルされたデータはミキサ１４ａ乃至１４ｎのバンクに供給される。各ミキサは
対応する局部発振器１６ａ乃至１６ｎによって駆動される。各ミキサ１４ａ乃至１４ｎか
らのアップ変換されたデータはスイッチ１８に供給される。好ましい実施例では、第ｎ番
目の局部発信器（ｎthＬＯ）の周波数はｆo ＋ＮΔ10であるので、局部発信器の周波数は
均等に分割される。好ましい実施例では、Δ10はチップレートまたはチップレートの何倍
かであるので、局部発振器の周波数はＰＮ発生器のチップレートまたはそれの何倍かによ
って分割される。スイッチ１８はどのアップ変換された信号の１つが送信器（ＴＭＴＲ）
２０に接続されるべく準備すべきかを選択する。送信機２０に供給されるアップコンバー
トされた信号は制御プロセッサ２２によって供給された信号に従って選択される。記述さ
れた実施例では、制御プロセッサ２２は疑似ランダム処理に基づいた選択信号を発生する
。疑似ランダム処理は、そのようなシーケンスを発生するための周知の技術である多くの
方法のいずれか１つを使用して発生することができる。例えば、疑似ランダムシーケンス
は直線または非直線帰還シフトレジスタによって発生することができる。それは暗号キー
ストリーム発生器(cryptographic keystream generator) によっても発生されてもよい。
これらどの技術も電子的連続番号（ＥＳＮ），公共キー，(public key)または秘密キーの
ような、移動局と同一のものを使用できる。これらの技術は周知の技術である。代わりの
実施例では、選択信号は第１から第２，第ｎまでのアップコンバートされた信号の順番選
択でありうる。もう１つ他の代わりの実施例では、選択された周波数はチャネルの状態に
基づいていてもよい。受信システムは各チャネルの作業を測定し、その後選択された周波
数を使用のための送信器にフィードバックしてもよい。これはパイロットのように、連続
送信される信号をモニタすることによりなされてもよい。選択された信号は送信器２０に
供給され、送信器は信号を濾波して増幅しそしてアンテナ２４を通して送信のためにそれ
を供給する。本発明の好ましい実施例において、同様に発生された少なくとも１つの他の
信号が共に多重化されるであろうことは理解されねばならない。むしろ、このような同様
に発生された信号の数はミキサ１４と局部発振器１６の組合わせの数と等しくなるであろ
う。例えば、図１に示された実施例の場合には、３つのこのような信号が多重化され、送
信器２０を通して送信されるであろう。よって、３つの異なる源からのデータ（そして３
つの異なるスイッチ１８から送信器に接続された、その１つのみが示されている）は、送
信器２０による送信前に一緒に多重化される。各スイッチ１８は、ミキサ１４を選択し、
このミキサはお互いにスイッチ１８によって同時に選択されている信号を発生している他
の局部発信器１６のそれぞれの周波数とは異なる周波数で動作している局部発信器１６と
接続される。
【００１５】
図２は第１の実施例の代わりの実施の形態を示し、その中ではアップコンバータのバンク
は可変周波数シンセサイザに置き替えられる。送信されるべき情報データは巡回冗長検査
（ＣＲＣ）発生器５０に供給される。ＣＲＣ発生器５０は、符号化されたデータの正しさ
を受信器でチェックするのに使用可能な１組のビットを発生して付加する。ＣＲＣ発生器
５０からのビットはエンコーダ５２に供給される。１実施例では、エンコーダ５２は畳込
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みエンコーダである。
【００１６】
符号化された記号はその後、シーケンス発生器５６によって供給されたコードシーケンス
に従って符号化された記号をチャネル化するチャネライザ５４に供給される。１実施例で
は、シーケンス発生器５６は、直交ウォルシュシーケンスに従ってコード記号のシーケン
スを供給するウォルシュ記号発生器である。ウォルシュ・シーケンスデータは、ＰＮ発生
器６０によって供給された疑似ランダムシーケンスに従ってデータをスクランブルするス
クランブル手段５８に供給される。チャネライザ及びシーケンス発生器は周知の技術であ
り、前述の米国特許番号５，１０３，４５９に詳細に示されている。
【００１７】
スクランブルされたデータはミキサ６２に供給される。ミキサ６２は可変周波数シンセサ
イザ６４によって駆動される。可変周波数シンセサイザ６４は制御プロセッサ７０によっ
て供給された信号に従ってミキサ６２に駆動周波数を出力する。１実施例では、制御プロ
セッサ７０は疑似ランダム処理に基づいた周波数選択信号を発生する。１つの代わりの実
施例では、選択信号は第１，それから第２，第ｎまでのアップ変換された信号の順番選択
でありうる。アップ変換された信号は送信器２０に供給され、送信器は信号を濾波して増
幅しそしてアンテナ２４を通してそれを送信のために供給する。よって、１実施例では、
周波数シンセサイザ６４は３つの周波数を発生し、発生された信号は第１期間のための第
１の周波数，第２期間のための第２の周波数，及び第３期間のための第３の周波数を持つ
であろう。発生された信号の周波数は３つの周波数の間を時間の終わりまで交互に替わる
ので、このシーケンスは繰り返すであろう。
【００１８】
本発明の１実施例では、受信器への負担を軽くするために、位相関係は第１の時期で第１
の周波数を有している可変周波数シンセサイザにより発生された信号と、第１の周波数を
有しているがしかしそれぞれ後の時間である可変周波数シンセサイザにより発生された信
号との間を維持される。
【００１９】
本発明の１実施例に従って、時間の終わりまでの信号の位相間の関係は、次のようにダイ
レクト・ディジタルシンセサイザ（ＤＤＳ）を使用することにより確立される。図３は本
発明の１実施例に従ったＤＤＳの簡易化したブロック図である。図３に示されたＤＤＳは
総計回路２０１，位相レジスタ２０３，ルックアップ表２０５，及びアナログ－ディジタ
ルコンバータ（Ａ／Ｄ）２０７から成る。位相増加信号は総計回路２０１への第１の入力
に加えられる。位相レジスタ２０３からの出力は総計回路(summing circuit)２０１への
第２の入力に加えられる。総計回路からの出力は位相レジスタ２０３に蓄積される。レジ
スタクロックはレジスタ２０３の入力での値を出力にシフトするために位相レジスタに加
えられる。したがって、レジスタクロックの各サイクルの後、総計回路からの出力は位相
増加の値によって増加される。位相レジスタ２０３からの出力はルックアップ表２０５に
加えられる。ルックアップ表２０５は位相レジスタ２０３から出力する値を、出力信号の
相対位相(relative phase)を表す番号から位相値に対応するサイクル内のその点での正弦
信号の振幅を表す値に変換する。レジスタクロックが速く走るほど、出力信号の周波数が
より高くなることが明確にならなければならない。同様に、位相増加が大きくなるほど、
周波数はより高くなる。したがって、位相増加かまたはレジスタクロックのどちらかが、
発生されるであろう周波数を決定するために使用され得る。Ａ／Ｄコンバータ２０５はル
ックアップ表２０７からの出力値を対応するアナログ電圧レベルに変換する。
【００２０】
本発明に従って、メモリ装置２０９は位相レジスタ２０３からの出力に接続される。シン
セサイザが周波数を変えるのに先立って、位相レジスタ２０３の値はメモリ２０９に蓄積
される。もっと後の時間で周波数が再び発生される時、メモリ２０９に蓄積された値はオ
フセットプロセッタ２１１に接続される。オフセットプロセッサ２１１は、周波数が最後
に発生されてから経過した時間の総計を説明するために値を調節する。即ち、１実施例で
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は、オフセットプロセッサ２１１は、周波数が最後に発生された時間から経過した期間に
起こった位相クロックのサイクルの番号を決定する。この番号は位相増加の値によって掛
け算される。この掛け算の積はメモリ２０９に蓄積された値に加えられる。結果の合計は
その後位相レジスタ２０３に蓄積される。
【００２１】
図４は図１及び図２の送信システムに従って周波数を変更するスペクトラム拡散データを
受信するために設計された受信器の第１の実施の形態を示す。図４を参照して、送信され
た信号はアンテナ１００によって受信されそして受信器（ＲＣＶＲ）１０２に供給される
。受信器１０２は信号を濾波して増幅しそして受信された信号をダウンコンバータ１０４
ａ乃至１０４ｎのバンク(bank)に供給する。各ダウンコンバータ１０４ａ乃至１０４ｎは
対応する局部発振器１０６ａ乃至１０６ｎによって駆動される。スイッチ１０８は、制御
プロセッサ２２及び７０（図１及び図２）によって供給された選択信号の時間遅延バージ
ョンである、制御プロセッサ１１４によって供給された選択信号に従ってデチャネライザ
(dechannelizer)１１０に供給すべき信号を選択する。
【００２２】
ダウン変換された信号はスイッチ１０８に供給される。スイッチ１０８はダウンコンバー
トされた信号の１つをデスクランブラ(descramble)１１０に選択的に供給する。デスクラ
ンブラ１１０は、ＰＮ発生器１１２によって供給された疑似ランダムシーケンスに従って
ダウン変換された信号をスクランブル解除(unscramble)する。デスクランブルされたシー
ケンスは、シーケンス発生器１１８により供給されたシーケンスに従って信号をデチャネ
ライズする(dechannelize)デチャネライザ１１６に供給される。１実施例では、シーケン
ス発生器１１８は直交ウォルシュシーケンス発生器である。データは、送信システムによ
り使用されたエンコーダの型に基づいてデータを復号するデコーダ１２０に供給される。
１実施例では、エンコーダは畳込みエンコーダであり、そしてデコーダ１２０はトレリス
デコーダである。復号されたデータは、復号されたチェックビットが復号された情報ビッ
トに対応するかどうかを決定するために試験するＣＲＣ検査要素１１２に供給される。も
しもそうすれば、その後データはユーザに供給され、そうでなければ抹消が宣言される。
【００２３】
図５は図１及び２の送信システムに従って周波数を変更するスペクトラム拡散データを受
信するために設計された受信器の第２の実施例を示す。図５を参照して、送信された信号
はアンテナ１５０によって受信され、そして受信器（ＲＣＶＲ）１５２に供給される。受
信器１５２は信号を濾波して増幅しそして受信された信号をダウンコンバータ１５４に供
給する。ダウンコンバータ１５４は可変周波数シンセサイザ１５６によって駆動される。
可変周波数シンセサイザ１５６は制御プロセッサ１６４によって供給された選択信号に従
って１周波数を出力する。本発明の１実施例に従って、可変周波数シンセサイザ１５６は
図３に示されているＤＤＳと同様なＤＤＳである。ＤＤＳは、送受信信号が位相同期内に
とどまるであろうことを保証するために送信器に関して上述されたものと同じ蓄積及び再
蓄積(store and restore) 機能を実行する。即ち、位相レジスタ２０３に保持される値は
、周波数が今にも変わりかけている時間ごとにメモリ２０９に蓄積される。メモリ２０９
に蓄積された値はその後オフセットされ、そしてＤＤＳの周波数があの周波数に戻る時に
位相レジスタ２０３に返還される。この方法において、ＤＤＳによって発生されるべきで
ある異なる周波数間を交互に替わるように、受信器は周波数が送信器と同期したままとな
る。
【００２４】
ダウンコンバートされた信号はデスクランブラ１６０に供給される。デスクランブラ１６
０は、ＰＮ発生器１６２によって供給された疑似ランダムシーケンスに従ってダウン変換
された信号をスクランブル解除(unscramble)する。デスクランブルされたシーケンスは、
シーケンス発生器１６８により供給されたシーケンスに従って信号をデチャネライズする
デチャネライザ１６６に供給される。１実施例では、シーケンス発生器１６８は直交ウォ
ルシュシーケンス発生器である。デチャネライザ１６６からの出力データは、送信システ



(8) JP 4536923 B2 2010.9.1

10

20

30

40

50

ムにより使用されたエンコーダの型に基づいてデータを復号するデコーダ１７０に供給さ
れる。１実施例では、エンコーダは畳込みエンコーダであり、そしてデコーダ１７０はト
レリスデコーダである。復号されたデータは、復号されたチェックビットが復号された情
報ビットに対応するかどうかを決定するために試験するＣＲＣ検査要素１７２に供給され
る。もしもそうすればデータはユーザに供給され、そうでなければ抹消が宣言される。
【００２５】
図６は図１及び２の送信システムに従って周波数を変更するスペクトラム拡散データを受
信するために設計された受信器の第３の実施例を示す。図６を参照して、送信された信号
はアンテナ２００によって受信されそして受信器（ＲＣＶＲ）２０２に供給される。受信
器２０２は信号を濾波して増幅しそして受信信号をダウンコンバータ２０４ａ乃至２０４
ｎのバンクに供給する。各ダウンコンバータ２０４ａ乃至２０４ｎは対応する局部発振器
２０６ａ乃至２０６ｎによって駆動される。
【００２６】
各ダウン変換された信号は対応するデスクランブラ２１０ａ乃至２１０ｎに供給される。
デスクランブラ２１０ａ乃至２１０ｎは、対応するＰＮ発生器２１２ａ乃至２１２ｎによ
って供給された疑似ランダムシーケンスに従ってダウン変換された信号をスクランブル解
除(unscramble)する。デスクランブルされたシーケンスは、対応するシーケンス発生器２
１８ａ乃至２１８ｎによって供給されたシーケンスに従って信号をデチャネライズするデ
チャネライザ２１６ａ乃至２１６ｎに供給される。１実施例では、シーケンス発生器２１
８ａ乃至２１８ｎは直交ウォルシュシーケンス発生器である。逆拡散されたデータは、送
信システムにより使用されたエンコーダの型に基づいてデータを復号するデコーダ２２０
ａ乃至２２０ｎに供給される。１実施例では、エンコーダは畳込みエンコーダであり、そ
してデコーダ２２０ａ乃至２２０ｎはトレリスデコーダである。復号されたデータは、復
号されたチェックビットが復号された情報ビットに対応するかどうかを決定するＣＲＣ検
査要素２２２ａに供給される。
【００２７】
データの受信フレ－ムの質を決定するために計算された１組の値（一般に“クォリティ・
メトリクス(quality metrics) ”と呼ぶ）は、それぞれデータの復号されたストリームの
ための制御プロセッサ２２４に供給される。制御プロセッサ２２４はユーザにクォリティ
・メトリクスの値によって決定されたような最良の質を有しているフレームを出力する。
もしすべての復号されたフレームがクォリティ・メトリクスの値によって決定されたよう
な不適当な質のものであれば、そのときは抹消が宣言される。フレームを選択するため制
御プロセッサ２２４によって使用されうるクォリティ・メトリクスの例は：（１）トレリ
スデコーダ２２０からためられたブランチ・メトリクス，（２）記号エラーレート（ＳＥ
Ｒ），及びＣＲＣ検査結果を含む。
【００２８】
図７は本発明の代わりの１実施例を示し、その中ではＣＤＭＡチャネルは送信されるべき
情報ビットのサブセットに従って周波数を変更する。送信されるべき情報データはマルチ
プレクサ（ＭＵＸ）２５０に供給され、ＭＵＸは中心周波数を選択するためのビットのサ
ブセットを第１の出力に、そして送信されるべき残りのビットを第２の出力に供給する。
１実施例では、情報ビットは送信用の周波数を選択するために使用される。しかしながら
、ＣＲＣ発生器２５２からのパケット化されたビットまたは畳込みエンコーダ２５４から
の符号化された記号は、アップ変換周波数を選択するために使用することができる。アッ
プ変換周波数を選択するために使用された情報ビットのサブセットは制御プロセッサ２６
６に供給される。情報ビットのサブセットに従って、制御プロセッサ２６６はスイッチ２
６４へのコマンド信号を発生する。送信された周波数のランダム化を準備するために、好
ましい実施例は制御プロセッサ２６６に供給された情報ビットのサブセットをスクランブ
ルする。そのようなスクランブリングは送信周波数をランダムにする。好ましい実施例で
は、ＰＮ発生器２６２からのビットのサブセットは制御プロセッサ２６６に供給されたビ
ットをスクランブルするために使用される。
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【００２９】
送信されるべき残りの情報ビットは、復号されたデータが受信器で正しく受信されたかど
うかをチェックするために使用することができる１組のビットを発生して付加する、ＣＲ
Ｃ発生器２５２に供給される。ＣＲＣ発生器２５２からのビットはエンコーダ２５４に供
給される。本発明はいかなるエラー訂正エンコーダも均等に適用可能であるが、１実施例
では、エンコーダ２５４は畳込みエンコーダである。畳込みエンコーダは周知の技術であ
る。
【００３０】
符号化された記号はその後、シーケンス発生器２５８によって供給されたシーケンスに従
って符号化された記号をチャネル化するチャネライザ２５６に供給される。１実施例では
、シーケンス発生器２５８は直交ウォルシュシーケンスに従って記号のシーケンスを供給
するウォルシュ記号発生器である。ウォルシュシーケンスデータはＰＮ発生器２６２によ
って供給された疑似ランダムシーケンスに従ってデータをスクランブルするスクランブリ
ング手段２６０に供給される。このようなチャネライザ及びシーケンス発生器は周知の技
術であり、前述した米国特許番号５，１０３，４５９に詳細に記述されている。
【００３１】
スクランブルされたデータはミキサ２６８ａ乃至２６８ｎのバンクに供給される。各ミキ
サ２６８ａ乃至２６８ｎは対応する局部発振器２７０ａ乃至２７０ｎによって駆動される
。各ミキサ２６８ａ乃至２６８ｎからのアップコンバートされたデータはスイッチ２６４
に供給される。スイッチ２６４は送信器（ＴＭＴＲ）２７４に供給すべきアップコンバー
トされた信号の１つを選択する。送信器２７４に供給されるアップコンバートされた信号
は制御プロセッサ２６４によって供給された選択信号に従って選択される。
【００３２】
図８は本発明の第２の実施例の代わりの実施の形態を示し、その中ではＣＤＭＡチャネル
は送信されるべき情報ビットのサブセットに従ってホップ(hopped)された周波数である。
送信されるべき情報データはマルチプレクサ（ＭＵＸ）３００に供給され、ＭＵＸは中心
周波数を選択するためのビットのサブセット(subset)を第１の出力に、そして送信される
べき残りのビットを第２の出力に供給する。１実施例では、情報ビットは送信用の周波数
を選択するために使用される。しかしながら、ＣＲＣ発生器３０２からのパケット化され
たビットまたは畳込みエンコーダ３０４からの符号化された記号はアップ変換周波数を選
択するために使用することができる。アップ変換周波数を選択するために使用された情報
ビットのサブセットは制御プロセッサ３１６に供給される。情報ビットのサブセットに従
って、制御プロセッサ３１６は可変周波数シンセサイザ３２０への信号を発生して供給す
る。本発明の１実施例に従って、シンセサイザ３２０は、上述されそして図３に示される
ように、周波数が変わるとき位相値を蓄積するためのメモリを有しているＤＤＳである。
【００３３】
送信されるべき残りの情報ビットは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）発生器３０２に供給される
。ＣＲＣ発生器３０２は受信器で復号化されたデータの正しさをチェックするために使用
することができる１組のビットを発生して付加する。ＣＲＣ発生器３０２からのビットは
エンコーダ３０４に供給される。１実施例では、エンコーダ３０４は畳込みエンコーダで
ある。
【００３４】
符号化された記号はその後、シーケンス発生器３０８によって供給されるシーケンスに従
って符号化された記号をチャネル化するチャネライザ３０６に供給される。１実施例では
、シーケンス発生器３０８は、直交ウォルシュシーケンスに従ってシンボルのシーケンス
を供給するウォルシュ記号発生器である。ウォルシュ・シーケンスデータは、ＰＮ発生器
３１２によって供給された疑似ランダムシーケンスに従ってデータをスクランブルするス
クランブル手段３１０に供給される。チャネライザ及びシーケンス発生器は周知の技術で
あり、前述の米国特許番号５，１０３，４５９に詳細に示されている。
【００３５】
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スクランブルされたデータはミキサ３１８に供給される。ミキサ３１８は可変周波数シン
セサイザ３２０によって駆動される。可変周波数シンセサイザ３２０は制御プロセッサ３
１６により供給された信号に従ってミキサ３１８に駆動周波数を出力する。１実施例では
、制御プロセッサ３１６は情報ビットのサブセットに基づいた周波数選択信号を発生する
。アップコンバートされた信号は送信器３２４に供給され、送信器は信号を濾波して増幅
しそしてアンテナ３２６を通してそれを送信のために供給する。
【００３６】
図９は本発明の１実施例を示し、その中ではＣＤＭＡチャネルは送信されるべき情報ビッ
トのサブセットに従ってコードチャネルを変更する。図９に示された実施例が次のケース
に均等に適用できることは明記されるべきであり、そのケースの中ではコードチャネルは
周波数が疑似ランダムコードに基づいて選択される図１及び図２に示されたもののような
、本発明の実施例に類似した疑似ランダム機能に従って選択される。
【００３７】
送信されるべき情報データはマルチプレクサ（ＭＵＸ）３５０に供給され、ＭＵＸはコー
ドチャネルを選択するためのビットのサブセットを第１の出力に、そして送信されるべき
残りのビットを第２の出力に供給する。１実施例では、情報ビットは送信用のコードチャ
ネルを選択するために使用される。しかしながら、ＣＲＣ発生器３５２からのパケット化
されたビットまたは畳込みエンコーダ３５４からの符号化された記号はコードチャネルを
選択するために使用することができる。コードチャネルを選択するために使用された情報
ビットのサブセットは制御プロセッサ３６６に供給される。情報ビットのサブセットに従
って、制御プロセッサ３６６はスイッチ３６４へのコードチャネル選択信号を発生して供
給する。
【００３８】
送信されるべき残りの情報ビットは、復号されたデータが受信器で正しく受信されたかど
うかをチェックするために使用することができる１組のビットを発生して付加する、ＣＲ
Ｃ発生器３５２に供給される。ＣＲＣ発生器３５２からのビットはエンコーダ３５４に供
給される。本発明はいかなるエラー訂正エンコーダも均等に適用可能であるが、１実施例
では、エンコーダ３５４は畳込みエンコーダである。畳込みエンコーダの実施は周知の技
術である。
【００３９】
符号化された記号はその後、コードチャネル・チャネライザ３５６ａ乃至３５６ｎのバン
クに供給される。各コードチャネル・チャネライザは対応するシーケンス発生器３５８ａ
乃至３５８ｎからの独特なシーケンスを供給してくれる。１実施例において、シーケンス
発生器３５８ａ乃至３５８ｎは直交ウォルシュシーケンスに従って記号のシーケンスを供
給するウォルシュ記号発生器である。各チャネライザ３５６ａ乃至３５６ｎからのウォル
シュシーケンスデータはスイッチ３６４に供給される。スイッチ３６４は拡散データシー
ケンスの１つをスクランブル手段３６０に選択的に供給する。スイッチ３６４は制御プロ
セッサ３６６からの選択信号に基づいてその出力で供給すべきデータシーケンスのどれか
を選択する。制御プロセッサ３６６は制御プロセッサ３６６からの情報ビットのサブセッ
トに従って信号を発生する。
【００４０】
スクランブル手段３６０はＰＮ発生器３６２によって供給された疑似ランダムシーケンス
に従ってデータをスクランブルする。チャネライザ及びシーケンス発生器は周知の技術で
あり、前述の米国特許番号５，１０３，４５９に詳細に示されている。スクランブルされ
たデータはミキサ３６８に供給される。ミキサ３６８は対応する局部発振器３７０によっ
て駆動される。アップコンバートされたデータは送信器（ＴＭＴＲ）３７４に供給される
。
【００４１】
図１０は本発明の１つの代わりの実施例を示し、その中ではＣＤＭＡチャネルは送信され
るべき情報ビットのサブセットに従ってコードチャネルを変更する。図１０に示された実
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施例が次のケースに均等に適用できることは明記されるべきであり、そのケースの中では
コードチャネルは周波数が疑似ランダムコードに基づいて選択される図１及び図２に示さ
れた本発明の実施例に類似した疑似ランダム機能に従って選択される。送信されるべき情
報データはマルチプレクサ（ＭＵＸ）４００に供給され、ＭＵＸはコードチャネルを選択
するためのビットのサブセットを第１の出力に、そして送信されるべき残りのビットを第
２の出力に供給する。１実施例では、情報ビットは送信用のコードチャネルを選択するた
めに使用される。しかしながら、ＣＲＣ発生器４０２からのパケット化されたビットまた
は畳込みエンコーダ４０４からの符号化された記号はコードチャネルを選択するために使
用することができる。コードチャネルを選択するために使用された情報ビットのサブセッ
トは制御プロセッサ４１６に供給される。情報ビットのサブセットに従って、制御プロセ
ッサ４１６はウォルシュ記号発生器４１４へのコードチャネル選択信号を発生して供給す
る。
【００４２】
送信されるべき残りの情報ビットは、復号されたデータの正しさを受信器でチェックする
ために使用することができる１組のビットを発生して付加する、ＣＲＣ発生器４０２に供
給される。ＣＲＣ発生器４０２からのビットはエンコーダ４０４に供給される。本発明は
いかなるエラー訂正エンコーダも均等に適用可能であるが、１実施例では、エンコーダ４
０４は畳込みエンコーダである。畳込みエンコーダの実施は周知の技術である。
【００４３】
符号化された記号はその後、チャネライザ４０６に供給される。チャネライザ４０６は対
応する可変シーケンス発生器４１４からの拡散シーケンスを時間を変更して供給してくれ
る。１実施例において、可変シーケンス発生器４１４は直交ウォルシュシーケンスの所定
の組に従ってシーケンスを供給する。チャネライザ４０６からのウォルシュシーケンスデ
ータは、ＰＮ発生器４１０によって供給された疑似ランダムシーケンスに従ってデータを
スクランブルするスクランブラ４０８に供給される。上述したように、このようなチャネ
ライザ及びシーケンス発生器は周知の技術であり、前述の米国特許番号５，１０３，４５
９に詳細に示されている。スクランブルされたデータはミキサ４１８に供給される。ミキ
サ４１８は対応する局部発振器４２０によって駆動される。アップコンバートされたデー
タはアンテナ４２６を通して送信のための送信器（ＴＭＴＲ）４２４に供給される。
【００４４】
図１１は本発明に従って信号を受信するための受信器を示し、その中では、ＣＤＭＡチャ
ネルは送信されるべき情報ビットのサブセットに従ってコードチャネルを変更する。信号
はすべての可能性のあるコードチャネルシーケンスに従って復調され、そして受信信号は
、受信された信号の質を決定するために計算された値（一般に“メトリクス(metrics) ”
と呼ばれる）の分析を通してすべての復調された信号から選択される。送信された信号は
アンテナ４５０によって受信されそして受信器（ＲＣＶＲ）４５２に供給される。受信器
４５２は信号を濾波して増幅しそして受信された信号をダウンコンバータ４５４に供給す
る。ダウンコンバータ４５４は局部発振器４５６によって駆動される。
【００４５】
ダウンコンバートされた信号はデスクランブラ(descrambler)４５８に供給される。デス
クランブラ４５８は、対応するＰＮ発生器４６０によって供給された疑似ランダムシーケ
ンスに従ってダウンコンバートされた信号をスクランブル解除(unscramble)する。デスク
ランブルされたシーケンスは、対応するシーケンス発生器４６４ａ乃至４６４ｎによって
供給されたシーケンスに従って信号をデチャネライズするデチャネライザ４６２ａ乃至４
６２ｎのバンクに供給される。１実施例では、シーケンス発生器４６４ａ乃至４６４ｎは
直交ウォルシュシーケンス発生器である。データは、送信システムによって使用されたエ
ンコーダの型に基づいてデータを復号するデコーダ４６６ａ乃至４６６ｎに供給される。
１実施例では、エンコーダは畳込みエンコーダであり、そしてデコーダ４６６ａ乃至４６
６ｎはトレリスデコーダである。復号されたデータは、復号されたチェックビットが復号
された情報ビットに対応するかどうかを決定するＣＲＣ検査要素４６８ａ乃至４６８ｎに



(12) JP 4536923 B2 2010.9.1

10

20

30

40

50

供給される。
【００４６】
それぞれのためにデータの復号されたストリーム及び１組のクォリティ・メトリクスが制
御プロセッサ４７０に供給される。制御プロセッサ４７０はユーザに出力するために、ク
ォリティ・メトリクスの組の値に基づいた最良の質を有しているフレームを選択する。も
しすべての復号されたフレームがメトリクスの値によって決定されたような不適当な質の
ものであれば、そのときは抹消が宣言される。フレームを選択するため制御プロセッサ４
７０によって使用されうるクォリティ・メトリクスの例は：（１）トレリスデコーダ４６
６ａ乃至４６６ｎからためられたブランチ・メトリクス(branch metrics)，（２）記号エ
ラーレート（ＳＥＲ），及び（３）ＣＲＣ検査結果を含む。
【００４７】
図１２は本発明の送信システムのもう１つの実施例を示し、その中では変調シーケンス及
びアップコンバート周波数は両方とも送信されるべき情報ビットのサブセットに従って選
択される。図１２に示された実施例が、その中ではコードチャネル及びアップコンバート
の周波数が決定論的な機能に基づいて選択されるケースに均等に適用できることは明記さ
れるべきである。これはプログラム制御プロセッサ５２２によって行うことができる。
【００４８】
送信されるべき情報データはマルチプレクサ（ＭＵＸ）５００に供給され、ＭＵＸはコー
ドチャネルを選択するためのビットのサブセットと，アップ変換の周波数，及び送信され
るべき残りのビットを第３の出力に供給する。代わりの実施例では、ＣＲＣ発生器５０２
からのパケット化されたビットまたは畳込みエンコーダ５０４からの符号化された記号は
コードチャネル及びアップ変換の周波数を選択するために使用することができる。コード
チャネル及びアップ変換の周波数を選択するために使用された情報ビットのサブセットは
制御プロセッサ５２２に供給される。情報ビットのサブセットに従って、制御プロセッサ
５２２はコードチャネル選択信号をウォルシュ記号発生器５０８に供給し、そして周波数
選択信号を可変周波数シンセサイザ５１６に供給する。
【００４９】
送信されるべき残りの情報ビットはＣＲＣ発生器５０２に供給され、ＣＲＣ発生器は受信
器で受信された復号されたデータが正しいかどうかを決定するために使用することができ
る１組のビットを発生して付加する。ＣＲＣ発生器５０２からのビットはエンコーダ５０
４に供給される。本発明はいかなるエラー訂正エンコーダも均等に適用可能であるが、１
実施例では、エンコーダ５０４は畳込みエンコーダである。畳込みエンコーダは周知の技
術である。
【００５０】
符号化された記号はその後、チャネライザ５０６に供給される。チャネライザ５０６は対
応する可変シーケンス発生器５０８からの拡散シーケンスを変化する時間で供給してくれ
る。１実施例において、可変シーケンス発生器５０８は直交ウォルシュシーケンスの所定
の組に従ってシーケンスを供給する。チャネライザ５０６からのウォルシュシーケンスデ
ータは、ＰＮ発生器５１２によって供給された疑似ランダムシーケンスに従ってデータを
スクランブルするスクランブラ５１０に供給される。チャネライザ及びシーケンス発生器
は周知の技術であり、前述の米国特許番号５，１０３，４５９に詳細に示されている。ス
クランブルされたデータはミキサ５１４に供給される。ミキサ５１４は可変周波数シンセ
サイザ５１６によって駆動される。可変周波数シンセサイザ５１６は送信されるべき情報
ビットのサブセットに従って駆動周波数を選択する制御プロセッサ５２２からの周波数選
択信号に従って駆動周波数を発生して供給する。アップコンバートされたデータはアンテ
ナ５２０を通して送信のための送信器（ＴＭＴＲ）５１８に供給される。
【００５１】
図１３は送信された信号のサブセットに従って周波数及びコードチャネルを変更するスペ
クトラム拡散データを受信するために設計された受信器を示す。図１３を参照して、送信
された信号はアンテナ６００によって受信されそして受信器（ＲＣＶＲ）６０１に供給さ
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れる。受信器６０１は信号を濾波して増幅しそして受信信号をダウンコンバータ６０２ａ
乃至６０２ｉのバンクに供給する。各ダウンコンバータ６０２ａ乃至６０２ｉは対応する
局部発振器６０４ａ乃至６０４ｉによって駆動される。
【００５２】
各ダウンコンバートされた信号は対応するデスクランブラ６０６ａ乃至６０６ｉに供給さ
れる。デスクランブラ６０６ａ乃至６０６ｉは、対応するＰＮ発生器６０８ａ乃至６０６
ｉによって供給された疑似ランダムシーケンスに従ってダウン変換された信号をスクラン
ブル解除(unscramble)する。デスクランブラ６０６ａからのデスクランブルされたシーケ
ンスはデチャネライザ６１０ａ乃至６１０ｊに供給され、そしてデスクランブラ６０６ｉ
からのデスクランブルされたシーケンスはデチャネライザ６１０ｋ乃至６１０ｎに供給さ
れ、これらデチャネライザはすべてのシーケンスに従って各デスクランブルされたシーケ
ンスをデチャネライズする。各デチャネライザ６１０ａ乃至６１０ｎは対応するシーケン
ス発生器６１２ａ乃至６１２ｎによって駆動される。１実施例では、シーケンス発生器６
１２ａ乃至６１２ｎは直交ウォルシュシーケンス発生器である。逆拡散されたデータは、
送信システムによって使用されたエンコーダの型に基づいてデータを復号するデコーダ６
１４ａ乃至６１４ｎに供給される。１実施例では、エンコーダは畳込みエンコーダであり
、そしてデコーダ６１４ａ乃至６１４ｎはトレリスデコーダである。復号されたデータは
、復号されたチェックビットが復号された情報ビットに対応するかどうかを決定するＣＲ
Ｃ検査要素６１６ａ乃至６１６ｎに供給される。
【００５３】
それぞれのためにデータの復号されたストリーム及びデータの各ストリームのための１組
のクォリティ・メトリクスが制御プロセッサ６１８に供給される。制御プロセッサ６１８
はメトリクスの値によって決定されるような、ユーザへの出力となるべき最良の質を有す
るフレームを選択する。もしすべての復号されたフレームが不適当な質を持つならば、そ
の時は抹消が宣言される。フレームを選択するため制御プロセッサ６１８によって使用さ
れうるクォリティ・メトリクスの例は：（１）トレリスデコーダ６１４ａ乃至６１４ｎか
らためられたブランチ・メトリクス，（２）記号エラーレート（ＳＥＲ），及びＣＲＣ検
査結果、を含む。好ましい実施例の前の説明は、この分野のいかなる技術者も本発明を製
作または使用することを可能とする。しかしながら、これらの実施例へのいろいろな変更
は、この分野の技術者にはたやすく明白であるだろうし、その中に定義された包括的な原
理はさらなるの発明を必要とせずに他の実施例に適用されてもよい。従って、本発明はそ
の中に示された実施例に制限されるつもりはなく、しかしむしろ請求範囲に列挙された原
理及び特徴と矛盾しない最も広い範囲が許容されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【図１】ＣＤＭＡチャネルがダウンコンバータのバンクを使用している決定論的信号に基
づいて飛び越えられた(hopped)周波数である本発明の１実施例を示す図である。
【図２】ＣＤＭＡチャネルが可変周波数シンセサイザを使用している決定論的信号に基づ
いて飛び越えられた周波数である本発明の１実施例を示す図である。
【図３】本発明の１実施例に従うＤＤＳの簡易化されたブロツク図である。
【図４】局部発振器のバンクを使用している決定論的な選択に基づいて選択された中心周
波数と共にＣＤＭＡチャネル上に送信されたデータを受信できる本発明の１実施例に従う
受信システムを示す図である。
【図５】可変周波数シンセサイザを使用している決定論的な選択に基づいて選択された中
心周波数を持つＣＤＭＡチャネル上に送信されたデータを受信できる本発明の代わりの実
施例に従う受信システムを示す図である。
【図６】決定論的な選択、その選択中では信号はそれぞれ可能性のある(possible)中心周
波数でダウンコンバートされ、そしてその後１つがフレームのクォリティ・メトリックス
(quality metrics)に基づいて選択される、に基づいて選択された中心周波数を持つＣＤ
ＭＡチャネル上に送信されたデータを受信できる本発明のもう１つの代わりの実施例に従
う受信システムを示す図である。
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【図７】ＣＤＭＡチャネルがアップコンバータのバンクを使用して送信されるべき情報ビ
ットのサブセットに基づいて飛び越えられた周波数である本発明の１実施例を示す図であ
る。
【図８】ＣＤＭＡチャネルが可変周波数シンセサイザを使用して送信されるべき情報ビッ
トのサブセットに基づいて飛び越えられた周波数である第２の実施例の例示的な実行を示
す図である。
【図９】ＣＤＭＡコードチャネルがコードチャネル・チャネライザのバンクを使用して送
信されるべき情報ビットのサブセットに基づいて選択される第３の実施例の例示的な実行
を示す図である。
【図１０】ＣＤＭＡコードチャネルがコード記号発生器を使用して送信されるべき情報ビ
ットのサブセットに基づいて選択される第３の実施例の例示的な実行を示す図である。
【図１１】そのＣＤＭＡコードチャネル内では信号がそれぞれ可能性のある(possible)コ
ードシーケンスごとに逆拡散されそしてその後１つがフレームのクォリティ・メトリック
スに基づいて選択される、複数のＣＤＭＡコードチャネルに送信されたデータを受信する
ことができる受信器システムの第３の実行を示す図である。
【図１２】ＣＤＭＡコードチャネル及び中心周波数がコード記号発生器を使用して送信さ
れるべき情報ビットのサブセットに基づいて選択される第３の実施例の例示的な実行を示
す図である。
【図１３】そのＣＤＭＡコードチャネル内では信号がそれぞれ可能性のある(possible)コ
ードシーケンスごとに逆拡散されそしてそれぞれ可能性のある周波数でダウンコンバート
され、そしてその後１つがフレームのクォリティ・メトリックスに基づいて選択される、
複数のＣＤＭＡコードチャネルに送信されたデータを受信することができる受信器システ
ムの第３の実行を示す図である。
【符号の説明】
６…チャネライザ、１０…スクランブル手段、２４…アンテナ、５４…チャネライザ、５
８…スクランブル手段５８、６２…ミキサ、１６Ａ－Ｎ１５０…局部発信器、１１０…デ
チャネライザ、１１６…デチャネライザ、１５４…ダウンコンバータ，１６０…デスクラ
ンブラ，１６６…デチャネライザ、
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